
　

尚
絅
高
校
は
熊
本
市
内
に
あ
る
私
立
の

女
子
校
。
創
立
１
８
８
８
年
と
い
う
伝
統
校

で
、上
に
尚
絅
大
学
と
同
短
期
大
学
部
が

あ
る
。
１
学
年
か
ら
、中
高
一
貫
コ
ー
ス（
付

属
中
学
出
身
者
が
対
象
）、特
進
コ
ー
ス
、総

合
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。

将
来
の
進
路
を
安
易
に
決
め
ず

一
度
、よ
く
考
え
る
機
会
を

　

尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
に
は
食
物
栄
養

学
科
や
幼
児
教
育
学
科
な
ど
が
あ
り
、例
年
、

「
短
大
に
進
み
、幼
稚
園
の
先
生
を
目
指
し

た
い
」と
い
う
理
由
で
入
学
し
て
く
る
生
徒

が
少
な
く
な
い
。昨
年
度
ま
で
進
路
指
導
主

事
を
務
め
、現
在
は
中
高
一
貫
コ
ー
ス
担
任
の

重
信
弘
子
先
生
は
言
う
。

 

「
生
徒
に
志
望
理
由
を
聞
く
と『
自
分
の

幼
稚
園
の
先
生
が
優
し
か
っ
た
か
ら
』な
ど

の
答
え
が
多
く
、幼
稚
園
教
諭
は
ど
ん
な

職
業
か
、自
分
に
は
資
質
が
あ
る
か
、も
っ
と

自
分
の
よ
さ
が
発
揮
で
き
る
仕
事
は
な
い

か
、な
ど
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い

よ
う
で
し
た
。
少
な
い
選
択
肢
の
中
か
ら
安

易
に
決
め
て
し
ま
う
前
に
、進
路
に
つ
い
て

深
く
考
え
て
ほ
し
い
。
そ
う
考
え
て
い
る
と

き
に
出
会
っ
た
の
が『
じ
ぶ
ん
未
来
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
』で
す
」。

　

こ
の
本
で
は
50
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

人
が
、自
分
の
高
校
時
代
や
仕
事
の
や
り
が

い
を
語
っ
て
い
る
。「
こ
れ
を
読
め
ば
、仕
事
の

多
様
さ
や
幅
広
さ
に
気
づ
き
、仕
事
に
就
く

意
義
や
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
」と
重
信
先
生
。

　

そ
こ
で
昨
年
度
、１
年
生
の
夏
休
み
直
前

に
、全
員
に『
じ
ぶ
ん
未
来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』を
配

布
す
る
こ
と
に
し
た
。同
じ
時
期
に「『
じ
ぶ

ん
未
来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』講
演
」も
実
施
。
本
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
な
ど
が
登
場
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
た
。

　

実
は
、６
月
の「
保
護
者
進
路
講
話
」で

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
賞
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、事
後

ア
ン
ケ
ー
ト
で「
子
ど
も
に
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

せ
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
た
め
、生
徒
も
観
賞
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
と
い
う
。
生
徒
も
非
常
に
興
味
を
も
っ

て
、講
演
を
聴
い
た
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
て

い
た
と
い
う
。

10
人
の
職
業
人
を
選
ぶ
か
ら

生
徒
の
興
味
関
心
が
見
え
て
く
る

　

さ
ら
に
、『
じ
ぶ
ん
未
来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』を
読
ん

で
興
味
を
も
っ
た
職
業
人
を
最
低
10
人
選

び
、付
録
の「
ひ
と
言
感
想
シ
ー
ト
」に
感
想

を
書
く
課
題
を
夏
休
み
に
出
し
た
。「
た
く

さ
ん
の
職
業
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、最
初
は
50
人
全
員
に
つ
い
て
書
か
せ
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
量
を
こ
な
す
だ

け
の
作
業
に
な
っ
て
も
よ
く
な
い
と
思
い
、最

低
10
人
、も
ち
ろ
ん
50
人
で
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。結
果
的
に
は
そ
れ
が
よ
か

っ
た
」と
言
う
の
は
、昨
年
度
１
学
年
主
任
だ

っ
た
古
舘
竜
子
先
生
。「
進
路
に
つ
い
て
ま
だ

よ
く
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
生
徒
が
ど
ん
な

10
人
を
選
ぶ
か
で
、興
味
や
関
心
が
見
え
て

き
ま
す
。
ま
た
、幼
稚
園
教
諭
や
栄
養
士
を

目
指
す
生
徒
も
、10
人
以
上
な
ら
ほ
か
の
仕

事
に
も
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
個
人
面
談
の
資
料
と
し
て
活
用
す

る
担
任
も
い
ま
し
た
」。

生徒数715人（女子のみ）
普通科22学級
進路状況（2013年度）／
大学進学26.8％、短大進学39.5％、
専各進学24.9％、
就職6.3％、その他2.4％
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生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、ま
っ
た
く
知
ら

な
か
っ
た
職
業
や
今
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ

た
職
業
に
興
味
を
も
ち
、視
野
を
広
げ
る

経
験
が
で
き
た
。「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
感
想
を

書
く
作
業
が
あ
る
た
め
、気
の
り
し
な
く
て

も
読
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん（
笑
）。そ
れ
が
新

た
な
興
味
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
生
徒
も
い

る
と
思
い
ま
す
。夏
休
み
に
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
も
行
き
ま
す
が
、関
連
す
る
職
業

人
の
記
事
を
読
ん
だ
う
え
で
参
加
し
た
生

徒
は
、よ
り
具
体
的
に
将
来
を
考
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
重
信
先
生
は

指
摘
す
る
。
ま
た
、保
護
者
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観

て
い
る
の
で
、夏
休
み
中
に
親
子
で
話
を
す

る
機
会
を
も
て
た
生
徒
も
い
た
よ
う
だ
。

 

「
女
性
も
一
生
を
通
し
て
働
く
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ど
う
せ
働
く

の
な
ら
、興
味
の
も
て
る
仕
事
、や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
仕
事
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
私

も
今
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
の

で
、そ
れ
を
生
徒
に
伝
え
た
い
」と
語
る
古

舘
先
生
。
だ
か
ら
こ
そ
今
後
は『
じ
ぶ
ん
未

来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』を
も
っ
と
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。「
例
え
ば
、読
ん
だ
感
想
を
Ｈ
Ｒ

で
発
表
し
、自
分
の
夢
を
語
る
と
か
。
こ
の

本
を
生
徒
同
士
や
親
子
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
今
以
上
に
役
立
て
た
い

で
す
」。

■『じぶん未来ＢＯＯＫ』ひと言感想シート

リクルートサービスを活用した指導実践例 じぶん未来BOOK

中高一貫コース担任
重信弘子先生（右）
「視野を広げて、いろいろな世界が
あることに気づいてほしいです」

２学年主任
古舘竜子先生（左）
「やりがいのある職業を選んで、誇
りをもって生きてほしいです」

『じぶん未来ＢＯＯＫ』に登場する50人の中から、興味のある人を最低
10人選んで短い感想を書く。中には50人全員について書いた生徒
もいた。

担当する古典の授業で「百人一首から好きな歌を選
び、その歌をもとに絵を描こう」と課題を出したところ、
こんなすばらしい作品の数々が集まった。

1959年神奈川県生まれ。私立日本大学高校卒。
日本大学文理学部国文学科卒、同大学院文学研
究科国文学専攻修士課程修了。84年より神奈川
県立田奈高校に赴任。新羽、深沢、厚木西などを
経て2012年度より現在の弥栄高校へ。神奈川県
立高等学校進路指導協議会常任理事も務める。
担当教科は国語（現代文・古典）。

神奈川・県立弥栄高校
進路グループ　総括教諭

小島喜
きよのり

與徳先生（54歳）

　教師になって以来、どの赴任校でも進
路指導を担当してきた。例えば地域の
NPOと連携して職業人インタビューを行っ
たり、大学生たちを招いて語ってもらうな
ど、学校ごとの特色に合わせたキャリア教
育プログラムを作って実践してきた。
 「どの学校でも“働くことを楽しんでいる大
人がいることを知ってほしい”“何かを経験
し、達成感を味わってほしい”という思いは
共通していました。特に高校在学中に、一
つのことにこだわり、突き詰める経験をして
ほしいという気持ちが強くあります。その経
験があれば、将来、目指す分野が変わって
も自分で前へ突き進んでいけるからです」。
　進路は学校の中でも、おもしろい仕事だ
と小島先生は言う。「一緒に悩んで、結果
や成果が出れば、一緒に喜べるでしょ。教
師の仕事のいいとこ取りですよね（笑）」。

バカな話で、
コミュニケーション

　国語の教師としては「書く力」と「話す
力」を身につけさせたいと思い、授業に取

り組んでいる。「この２つはほかの教科でも
生かせる大切な力です。例えば、『山月記』
を学んだ後、何かに変身する物語を書いて
もらったり、好きな本や詩を紹介し合う授業
をしたり。クラスメートが何を考えているか、
何が好きかを聞くことで共通理解が生ま
れ、盛り上がるんです。小グループにまとま
りがちな生徒たちが、交友関係を広げるき
っかけにもなっています」。
　自分がおもしろいと思ったことはすぐ生
徒に話したくなる。それゆえ授業も脇道に
逸れることが多い。「先日も最近ハマって
いるギリシア神話について熱く語ってしま
いました（笑）」。しかし、おもしろがって話
すことで、生徒は次にどんな話が飛び出す
かと楽しみながら授業を受けるようになる。
 「生徒のそばに寄り添って、いかに力を
伸ばし、やる気を引き出してあげるか…。
それが教師として一番大切な仕事。だか
ら、お堅い話ばかりしないで、バカな話も
したほうがいい。授業中もそれ以外も関
係なく。そのほうが生徒ものびのび力を
発揮してくれるようになると、私は思うんで
すよね」。

日々、軽妙なトークで生徒たちを笑わせ、楽しませている小島喜與徳先生。
キャリア教育の第一人者としての思いや授業へのこだわりについてうかがった。

様々な学校で進路指導を経験されているので、本校の進路グループの
運営にも迷いがありません。職員同士の人間関係も大切にしておられ、
私のような血気盛んな若手教員にも優しくアドバイスをしてくれる、非常に
頼りがいのある大先輩です。（進路グループ　能美悟先生）

テーマ：志望理由書が書けない！という
 生徒に対するアドバイス＆指導法

WEBサイトには紙面に載せきれなかったヒントも掲載
キャリアガイダンス.net ≫「進路指導、私の工夫」をチェック！

進路指導、私の工夫

本や新聞を読むことで志望先の周辺知識を膨らませる。パンフレッ
トや過去の報告書などをもとにすると底が浅くなりがちなので、遠回
りでも関連分野の知識を身につけたほうがいい。（広島県・A先生）

「雑談だよ」と言って本音を探る。生徒は「こんなこと言ったら、落ち
るのでは？」と本音を言わないことがあるが、実はそれこそが体験を
踏まえ説得力があることが多い。（宮城県・及川俊浩先生）

家族の意見や世間の風評などに左右され、自分の考えに自信が
もてずに迷っているケースが多い。状況をよく聞いてから、自分の
やりたいことに気づけるようにアドバイスする。（神奈川県・B先生）

医師を目指すなら「好奇心、向上心、体力…」など、志望職種や志
望分野に必要な資質を10以上考えさせる。若干ズレていたり、似た
ような言葉でもOK。次に「部活動で鍛えたので体力と気力には自信
がある」など、体験を振り返って文章に書き出し、志望分野に必要な
資質と関連づけて自己PRをまとめる。（北海道・中道洋友先生）

とにかくていねいに面談し、発言をまとめる。それをもとに文章にし
てみようと伝える。（埼玉県・石井康仁先生）

オープンキャンパスはネタの宝庫。講義、研究室見学、先生や在校生
の話などの内容や感想をメモさせる。大学の場合、最も重要なのは
先生の講義と研究室の内容だと思う。「○○研究室の○○教授の
研究に携わりたい」と書ければベスト。（愛知県・松本裕一先生）

５年後どうなっていたいかイメージさせる。興味関心・適性を聞き、そ
れを将来どう生かしたいか考えさせる。（静岡県・山口権治先生）
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